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令和７年度建築都市学部土木工学科学生への技術士第一次試験説明会 開催報告 

望星技術士会 藤田 孝康 

 

１．日時 

令和7年5月30日（金） 

17：10～18：30（4時限終了後の時間） 

 

 ２．場所 

東海大学湘南キャンパス 

19号館311号教室 

 

３．参加者 

・東海大学教員：三神厚教授、白水助教授 

・東海大学学生：3年生を中心とした58名 

・東海大学新聞：1名（橘恵利様） 

・望星技術士会：6名（綿貫啓、笠原勉、齋藤寛、

谷徳造、桜井裕一、藤田孝康） 

 

４．目的 

本説明会は「技術士第一次試験説明会」と題し

て、学生の皆さんに技術士資格を理解してもらう

とともに、積極的に技術士第一次試験にチャレン

ジしてもらうことを目的としている。 

 

５．技術士第一次試験受験のすすめ 

本説明会（写真1参照）の内容を以下に記す。 

 

 

 

 

 

 

 

写真1 58名の学生が熱心に聞いている状況 

 

（１）はじめに 

三神教授より、開会にあたって今回の説明会の

経緯や趣旨を説明いただいた（写真2参照）。 

（２）趣旨説明と試験 

今回の目的や概要を説明した（説明者：齋藤氏、

写真3参照）。 

また、技術士第一次試験の申込み、費用、受験

場所、受験日、受験時間、試験方法、合格率など

を説明した。 

 

 

 

 

 

 

 

写真2 三神厚教授の開会あいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

写真3 趣旨説明（齋藤寛氏） 

 

（３）過去問の解説（基礎・適性） 

基礎・適性でどのような問題が出題されるかを

説明した（説明者：藤田孝康、写真4参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

写真4 試験の説明（藤田孝康） 

 

（４）過去問の解説（専門） 

専門でそれぞれの科目でどのような問題が出題

されるかを説明した（説明者：綿貫氏）。 

（５）各業種における技術士資格の有用性 

建設会社、建設コンサルタントのほか、建設関

連業種で技術士資格の活かし方、学生時代に挑戦

してほしい理由を説明した（説明者：桜井氏、藤

田、齋藤氏）。 

（６）笠原副会長メッセージ 

参加した学生に対して、建設業界に就職すれば
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技術士が必須であり、在学中の合格率が高く取得

すれば就職に有利になる。第一次試験に合格する

ためには、本日の資料を有効利用し、得意分野の

過去問を集中的に勉強すれば、必ず合格できるこ

と等のメッセージを送った（写真6参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真6 笠原勉副会長メッセージ 

 

（７）参考図書の贈呈等 

 三神教授に笠原副会長から技術士第一次試験に

関する参考図書を贈呈した（写真7参照）。また

谷氏より参考資料提供があった（写真8参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

写真7 図書贈呈（笠原副会長より三神厚教授へ） 

 

 

 

 

 

 

 

写真8 谷会員による参考資料提供 

 

７．雑感、講師からのメッセージ 

（１）齋藤講師 

毎年この時期に開催することが定着した技術士

第一次試験説明会は、先生方のご協力もあって、

回を重ねるにつれて参加者が増加してきており、

学生の皆さんの技術士制度認知度向上を実感しま

す。秋の試験直前激励会とともに一層の内容の充

実を図っていきたいと思います。学生の皆さんは

将来の技術者としての成長を思い描きつつ準備を

進めてください。 

（２）藤田講師 

今回、過去最大の58名（昨年の同時期の2倍）の

学生の皆さんが参加してくれました。これも三神

先生はじめ、各先生方が熱心にお声がけいただい

たことが功を奏していると思います。参加者の

方々には、是非、技術士一次試験に挑戦していた

だきたいと思います。 

（３）綿貫講師 

今回は、昨年の2倍以上の学生が参加してくれま

した。三神先生の呼びかけに多くの学生が集まり、

とても嬉しく思います。一次試験は、過去問を3～

5年分しっかり勉強すれば合格できます。合格すれ

ば就職にも有利で、社会人になってからの技術士

取得もスムーズで年収がUPします。学生のうちに

挑戦してみてください。応援しています！  

（４）桜井講師 

出席者の数は、想像以上に多く参加学生全員の

「やる気」の高さを強く感じました。また大学に

おける技術士制度の認知度も上がってきたことを

実感することが出来ました。今後の実績（受験者

数、合格者数）の向上を期待します。 

（５）谷氏 

出席者も多く、この中から五人以上の合格者が

出てくれればと思います。受験のテクニックや問

題解法などより協力できる機会があればと思いま

す。一次試験合格が就職にも大学院進学にも有利

であることを認識させてあげたいです。 

（６）笠原副会長 

他の講師と同様に多数の学生が参加に感動し、

技術士の重要性が浸透され受験者が増加すると

実感しました。終了後、学生達に話を聞くと受

験すると宣言する人や、今回の講義で未知の世

界の道が開けたとの声も聞かれました。今後土

木工学科では技術士一次試験の合格者が増加し、

それに続く後輩達にも良い流れを予感しました。 
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